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(69) 

ェーダ文献における給!患の発生と輪廻説

西 村 童 子

。宮 古代のインドアーリヤ人にとって子供の誕生は， 人間のであれ家畜のであ

最大の関心事の一つであった。 家系の継続と家畜の繁栄とへの

ヴェーダ祭式の 中でも重要な位置を占める。 給兎 がどのように 発

生するのかという問題は， 死と再生とを巡る議論が深まり， 精密さが増してゆ

くに従って， 次第に重要なものとなっていった。 個人の何ら

も存品売し， 新たな肉体を得て「その人」が再びこの世に生まれるとすれば，

に至る過程は胎児の発生過程と

つくことになる。 本稿では， ヴェー夕、文献 に見られる発生学に関してラ

って考察する: 1 . と異なる第三者による妊娠への介入;2. 

治児， Ietas の関係;3. 父と ãtm初回;4-

い 両親とは異なる第三者による娃媛への介入

1-1 只VX 162流産防止のための 讃歌l

に対して， 胎児や子宮に害を為す悪しき存在を消し去るよう要

1 1 .  l対立hmal，lãgní与samνidãnó I rak干oh吉h ãdhatãm it.占ì:zl占mlv邑y占s te gárbhal?1 I 
yónim ãsáye 11 bráhmal) 実現力のこ もった言葉)と知識を 一つ にして Rak �asを

打ち殺すAgnけま ここから 排徐せよ (押しの けょに病 として 君の給況 に 母胎に
悪しき 名を持ってわだかまっている者[を]。

2 .  yàs te g占rhham ámïvã I dumるmã yónim äs立ye agní� tám hnよかnan品 sahá I nゐ

anïnasat 君の絵児 に (そして )母給 に， 病 として， 悪しき 名を持っ
て 才つだ かまっている者， Agni は bráhm乱 E と 共 に， その生肉 を 喰ろう者を， 消し

去った。
3 .  Y山花hánti patáyantal1J I時ats均'11 Y占h smむ;:pánî 1 j耐iVtì Y占.5 te ji g hãl?lSαti I tárn ito 

n必ayãmasi 君の[絵児] が飛ん でいる持 に 打ち殺す者があ れば 子宮 に)義
床"9 る 時 子宮内 を)這い図っている持 [打ち殺す者があれば]， 生まれた 時 に
打ち殺そうとする者がめれば， その者を， ここから . 我々は消し 去るo
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(70) j!Fj村 直子

請する。 それは胎児を， 出産へと至る各段階に亘って 3)傷つける。 ま

た， それは精液 と同様， 外部から子宮に侵入する(St. 4 � 6 )。 この

両親とは異なる第三の存在が妊娠に介入しうることを示唆する。

ところで， St. 3では胎児の発達が出産まで4段階に亘って示され， それぞ

れ胎児の子宮への定着(受精卵の着床7)等に対応するものと推測される :

飛んでいる に二王三
位置を占めている : 始児の子宮内での定着(受精卵の着床7)

這い由っている者: 胎動

生まれた者 :

ではノ 「飛んでいるもの」とは何を表しているのだろうか。 泊先は， retas 

いは悪しき存在) と同様に子宮の外から 飛んで」入ってゆくのだろうか。

ト2. RV X 1 84，1 良い懐妊を祈願する歌2

に際して 々が各場面で投割を果たすと考えられている: ①

V i�平日が子宮を整えヲ ②TvaHrが諸々の形を飾り作り， ③Pr丘jãpatiが retasを

注ぎ\④Dhãtrが胎児を置き定める。 これら4段階が妊娠の過程に合致すると

したら， Pr吋員patlがretasを注ぐよりも前に ラ Tv持trがその者の「諸々の形」を

飾りつくるような， 何らかの存在が子宮の 中にある可能性を撞測させる九

4， yぷ， ta丘r長vihàraか Iantará dárnpaû sáye i yóniJ?l yó ai!t，立r ãré4hi I tàm itó nZúayam小
si I1 ·君の両 太も もを 分 け広げる者 ， 夫妻の間 に横たわる者Aがあればp 母胎を ， 内

側 で， 誌 め 取る者があれば ， その者を ， ここから ， 我々は消し 去る。
;:;. yás tvã bhrêaã pátir bhütvc， bhütv{l nかàdyate i むte jighãiflsati I tàm i(o 

nã必yZunasi I1 君を ， 兄弟， 夫となってヲ 清夫となって寝 取る者があれば ， 君の子
孫を打ち殺そうとする者があれば， その者を ， ここから ， 我々は消し去る。

6. yás tvã Sl匂nena t，占masã I mohayitlるmp占dyate I yás te jíghãl1，1sat i I t，占的 itò 
na止の命ηasi II 君を ， 夢 によって ， 暗闇 によって ， 混乱 に陥れて寝 取る者があ れば，

者の子孫を 打ち殺そうとする者があれば， その者を， ここから ， 我々は消し去る。
2 ví.pJur)かúm kaかの:atu I tvàst，品川 pi凡iatu t á siえcatu dhãtá gárbha/?1 

dadhàtu te I1 Vi 号nuは子宮を設 えよ。 Tva�!1:は 諸々 の形を彫刻せよ。 P rajãpatiは[retas
を] 注 ぎ込 め ( Cf.AVPγ3 7.5 ) 0 Dhãtrは 君の胎児を置き 定 めよ。
stanz a  2 では③ に Sinlval1. Sarasvat1並び にAs vin双神が 加わる。また sl anz乱 3 では
胎児の発 生が祭火の鑓り 出し になぞら えられている。

3 或いは子宮の或る部 分を形 作ることを 謂う もの である可能性 もあるが ， pa da a との
関係が不明瞭 である。 re加が胎児の肢体または 羊膜等 になるという 観 念の背景と

して ( → 2- 2，)， それらを形 作るた めの準備を retas に施すこと であると も考 えら
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ヴェーダ文献における胎児の発生と輪廻説 (71) 

1-3. AVS 11123，2.5�AVP 11114，2.5多産を祈願する歌

胎児が外部から子宮に入り込むことを示唆する40 AVP V 37，8c d  

もこの見発事を支持する

m 2 ， 1，26はI ndraの「再生」説話(→ 2-4.) の一節だが， そこではI nd ra

となって母親の子宮に入り込む。 給児は母の懐妊より以前に既に存在し，

Iεtasと ら子宮に入り， やがて生まれることになる retasが

まれる」等 ， 生物が retasから生じることを示す例もあるに

2. 父ヲ 胎児， retas (精液)

2-1. 妊嬢における父の役割

古層のV eda文献 では， 胎児の発生は専ら父の役割を 中心に論じられる。 V eda

となるべき祭主の願望成就を目的とするため，妻や母親の役割を

れる 0
4 2 . 左te yòn il1J gàrbha etu pおmιn

dá.í'om昌sya与 11 君の子宮 に 始克は やってこい。男 (子) が，
に。 勇者はここ に生まれてこい， 君の10カ 月を経た ( 月満ちた〉 怠ー子として。

:5 . te prãjãpatyàm å yónù'!1 g白rbha etu te 1 vi町必sva tvá !fl putrál?l吋nyゐfなbhYW?1
ぬm asac ch占m ut.釘malれ'ál1J bhava. il Prajãpati に 属する[行為] を 私は 君 に為すG
君の子宮へと胎!目立 来い。 君は息子を得よ， 女よ。[)号、子が] 君 に祝福であるこ

と になるならば， 祝福と， 他 方， 彼のた め に 君はなれ。
5 garbhas tvã d，αsamùsyαft pra vi.í'atu I kum長ral1J jãtay!l pip[lãm up asthe 11 1 10カ 月を[子

宮の中で] 過 ごす胎児は 君 (母) に入り 込め。男の子が生ま れたら， 君は目安の 上で

( 乳 を与えて)彼を満たせ J ( 或いは「膝の 上lこ彼を満たせ J)0 Cf. Alexander L UBOTSKY， 

Atharv aveda-Paippalãda Kãl)ç1a Fiv巴 ( C呂mbridge 2002)， p. l73及び d pada に文せする 注 に

挙げられている 平行箆所。L UBOTSKYは piprtãmを lmp倒的V己3出act . に 解するが 吉

分の5奈の 上で 君は養え / 一人 前 に至らせよ」 の意をmiddleで表した色のと考えら

fしる。
6 更 に， SB IU乙 1，11では Pr司jãpat iが胎児となりJ 祭式を父として生まれたことが 述

べらる。祭 主 も同様 に祭式を父として生まれる。 Praj込pan も祭 主 も 本 来は母胎の 外
にある存在だが， 胎児となって子宮の中 に入り 込むと考えられる。彼らの父が祭式

である以上， 胎児は父と も母と も 異なる 主体として存在し， 外{則から子宮 に入り
再び 子宮の 外へ 出てくること になる。

7 AB 1V 14，1 Salflvatsare-sal1Jvatsare vai reta存siktall1 jãyate 一 年が経つ ごとに， retasは

注がれると[子 供として] 生じる J ;AB VI 36 ，4-7 retasaz， prajãh prajãyan te lretas 

から生き 物たちは 繁殖する J .GB II 6，15 retaSCI(l siktãt prajãzl pmリãyante1句協が 注が

れると[それ] から生き 物たちは 繁殖する Jo

06
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爵子西村(72) 

インド アーリこのことは，ものに寵まる。

を重視したことと関連するであろう。

では， 父が息子を作ること

Acc usativ e 8によって retas

m 

AVP m では，

されているヘ retasからの繁殖が想起される(→

(多産を祈願する

れている

が重要な視点を与えている~d更に，

pUNUUnSQJ"' putrá?l) janaya táJ?l pÙr.必n ànu jayatan! I bhàvゐ put沿早尋問的品tã

janáyぷca 11 r [ 君の夫に] 男を， 息子を者は 作らせよ。男が 被 ( 最初の 怠子)
に続いて生まれよ。 君は， 生まれた 怠子たちの， そして 君が[夫に] 作らせること

になる[息子たちの]母となるがよい。J janáyãsは jánati 父が子を 作る」の causat ive

subjunct ive。ここでは， }anayatl は RVに見られるj占ωtl ニ ]an)匂'ati r [父 が] 子を

f戸 る」 に対 する 使役動認，「[母が J[父に J[子供を] 休らせる」 の意であろう。父
と子 供とを どちら も accョsatlveで表す doub]e acc.の構文 が背景に想 定される。この
箇所では z父を示す 乱cc が 省絡さ れた ものであろう。通 常， janàyati は「子 供を ( 丘cc，)

作る」 を意味する， e， g， SB VI 6，2 ， 16 →n.14， 

Cf. ToshifUú"1i GOTÖ “Funktionen des Àk.kusat ivs und tミekt ions品rte立 des Verbums -anh呂 孔d
d号s A1t indoarischen - ，) UIldogerm.anjsch己Syntax -Frag己n und P号rspekt iven， ミeichert
V er1昌g， Wiesbadenラpp ，21 告 2)

te yonùn ud均ayãd r，)abho re似sZi saha I sa臼ZI si主ωtu P押印1 di rgh忌ywn sata

!/ã rad!尋問 11 r 彼が 君の子宮をフ 雄主仁が retasを {半つてのように， 突き 上げる 時， 11安

は 君に子孫[となる retぉ] を注ぎ 込 め， 100の秋からなる ( : 100年生きる) 長い寿
命 を持つ[子孫] を」。
αyηìt均占r g炉♂F治bha幻去 Cωαf古t αde問5おiお á妙hh加立tωo h劫h焔註f必占“11 s必主 UJιみ刈at花ep主初n印U:Û) I s占 b劫h紛長t均ó h納h占ぶvうy司官ζ臼1貯y斤?
b劫αめ肝Vl:貯ïY戸β討t Ipフìt治ãp仰M附f訂F友n剤1 prà立iν阿VIVλIV河J棺eι釘ふ占白勾αtぷàcïbhih !!胎児は神格たち i生体 諸器 官りの 問で
活動する。[母胎の 中に]発生しお納長tah. 胎児の発生料) ヲ [異体 的個体として]

生じると ( bh長 出産入彼は， 飽方， 再び生ま れる。そういう[倒俸として]
生じた [彼 J ( b却のh) が， 生ず べき ものを? 将来生ずる ものを， 支配a管轄する

( idám bh"û構文り。父は 能 力基5 る[神格たち] と共 に， 息子の中 に入り 込んだJ 0 

i-: Cf TS n 6，3) --4" :  lndro Fctr{én hú九 del守tå bhis cendriy台fJG ca vy a rdhyata ... indrasya 
jaghnù!ia. indriy占刀î vïryàl?l p[tJn匂ànuvvみrcゐ，at. t，占d ò�'adhayo vlrùdho ・bha悶n

IIndr旦 は Vrtr旦を怒しずから神格遼と 感 官のカとを失 った ... �Vrt誌を殺し 終 えた

lndraの 感官のカョ 生命 力は大 地へと散 った c すると[ぞれは]， 草 達， 援物達となっ
た」。 西村直子 『放牧と敷 き草刈り Y勾urveda-Sarnhitã冒頭のlTI.antra 集 成とその
brãhmunaの 研究 東 北大 学 出版会， 2003)フ pp. l54ff

**こ の笥所に お け るみ-b加の 解釈. 及びbh忌 と の 区jjlJ に つ い ては cr. Junko 

SA KALvl0Tû--GOTÕ 
!.Das Jenseits und i �tã- pu rt，ふ 'Wirkung d告ら Geopferten-und

Gesche立kten' in der vedischen ReligionH p.4 8 5  n .4出Om!oarisch， Irauisch und die 

く3に入り込むことを示している。 息子とは，

10 

11 

8 

9 
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ヴェーダ文献における胎児の発生と輪廻説 (73) 

じて父が再生するという

この世界に

る。

される九ただし， 父と息子とは

罰一

Eヨ

ム日

2国自

の再生を必ずしも示すものではなく，

2度目は息子としての〉を意

い。 吏に，

もある。 こ 死後の再生すなわち J〆 � {;:;'o 

と怠子との同一視については2.-5.

その際ヲ 父は息子の retasとし に入り込むものと思わ

れる。 )
 

一
ハH403・し益

M
1

 
D
 

(
 

ょっ
〉
り

れているが， AB I 3には，日台児であるにもかかわら

されるおt asを具えた存在となることが示されている。 1・etas

によっ

に属する要素

でありヲ ること 13 0 

2叩2.

及乙丈GBにおいて， retasは 1斗〉や 毛膜

lndogerrnanistik、 2000) (必m- b初については çf本稿n.49)及び後蒸敏文 「 サツティ
ヤ saかみ (古イ ン ド アーリヤ 語「実在J)とウー ス寸ア。、σiα (古ギリシャ 語「主主

体J) イ ン ドの 辿った道と 辿らなかった道と Jcr古典 学の再構築J ニ ューズレ
ター第2号， 2001 ， pp.2 8 -40). AV 当該箇所に お ける 「生じた もの ( bhüla-)J ， I生
ず べき もの ( bháν J， そして「将来生ずることになる もの ( 品丘町yánt-)J は ，
こ れらをそれぞれ 地， 空フ 天に 配 当す る3 以下の 玄S LI 6 ( V l l点 ):1 87，5-6"' 

[Asvamedha Jと 共通の 観念を背景としていた可能性 も考 えら れる nanlO
'g悶ve námo 坦並Jl..Q nám幻 cák，附吋仰 '"{山 rik.向a namo νãy立ve nàmo 
n均占ω伽Fηmη町1江ι吋 • sro灼白討f向 n附am附O. div必止 n問附3♂加11附?η?

tià改正立[Wl刀問}η1- blωιは 「円[人 カがt汀]この[よ地也上]を 支配@管章轄害する」を詰う構文 。 Cf.Karl HOFF MANN 
"Ved .  id白 bh ü " ( Aufsät ze zm Tndoíranistik H， 1 976)〆pp.557ff.，GOTO “Reisekarren und 
das -'\Vohnen in der Hütte : sãlóm (iS im て Ya
Elizare月初 va Me morial Folume， Book 1司Nloscüw，p . l15ー : 25. 200 8) 日 本語絞 荷主主

と 小重住まい S B sãl ám asJ 印震 学 仏教 学研究� 65 -2: 809 - 803 ， 2007 J →nA 8 
12 土産区!郎 『ウ、ヱーダ 学論 集� (1 981)， pp . l日ff.参照。
13 ピn・吋ctam �れ'ijo garbhw?7 νQnti yaf!l dik�ayanti. adbhi r abllisi品cann. retoγ占apah

S(ll宮tasam e vainarn tat krtv 忌 diksaγanti I再びこの 入 (祭 主1を， 彼に潔斎をさせる祭

雪 達は胎売と 戒 すのだ。[彼らは 祭 主に)水 達を注ぎか ける。水 遠は retasなの
だ。 当人 ( 祭 主)を 他ならぬ retasを伴った者と ， そのことによって 成してから町
潔斎させることになる」。
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(74) 西村 直子

胎児の肢体を構成する要素 を含むものとされているヘret おも胎児も外部から

14 とこで は仮に， ùlbaーを 羊膜，

を胎盤 もしくは紋毛膜として おく。 次
節 ( 2四3.)図 2に示 すと おりヲ 人間 の
胎盤は胎児の全 身を 覆う ものではない。
子宮 ( ut 巴rus) と給児との間 に は， 3 

層から 成る卵膜が形 成される : 脱落膜

( decidua) ， 絞 毛 膜 (ζhorion)， 羊膜
( amnion)である。 絞毛猿の内1�iJに 羊

膜があり， その 更に内接iJには 羊水が満
たされている。その中に胎児がいる。
胎盤は母子を 連絡する諾 官であり， 紙

毛膜の 或る部分、が給盤の 一部 を形 成す

図 SB IV 6， 2における母子の層講造

胴体品川n- = ukhd 

る。また， 牛の場合 は級毛膜表函に複数の除、盤 (紋毛叢) が飛び石状に形 成さ れる。
S B  VI 6 ム15←16 D lk�ãJ は母子が外側から内測に|匂かつて， 胴体 一子宮

ùJba 一胎売という層構 造にあるこ とを説明している ( 図1 参照)。 子宮
と胎児との間に 位置づ けられる jα と ùlba とのうち， 後者は胎児に 最 も近接し
ていることから 羊膜であると考 えられる。 前 者は胎盤か級毛摸か判断できず\当 時
の人々が雨営を区別していたか どうか も疑わしい。ところで9 仔牛は母給から 出て
くる 時に 羊膜に包まれて おり， 出産後に母牛は後 産 ( 呂 ft 巴r birth) として胎盤な どを
排 出するo ーと úlh aーとは， それぞれ後 産ι 分娩 時に仔牛を包んでいる羊震

とを 指す 語である可能性がある。これに対し3 人間の 新生児は 羊膜な どに 覆わ れる
ことなく 分娩され， 後 産には胎盤とと もに 羊膜 も含まれている。 従って， これらの
語棄は 当 時の人々が母子の構 造を 理解する 際 に 人間ではなく牛な どを 念頭に置く

ところから 出発していた可能性を示 唆している。
15 GB II 6，15 叩retah siktam sambhavatアã!J4am u1bal?1 jar云v u . i retasは， 注

がれると 三重の ものとなるのだ・ gß (胎児?に 羊膜町 始終/紙毛模であるj。
S B  VII 1，l， lí. l9.20 Gãrhapatya祭火壇 àthainam与問 cinotL 1 id立m
evみitàd réta�l sikt占m νíkaroti. tásmZld yónau réta�l sikt占司1 víkriyate. 11 . . .  1当 làl?! vá etám 
àtra pak�apuch立νantal!1吋karoti. y丘 占 i yónau réto vikriyáte tZldtg jZlyαte. tád y立d etám 
立1m paks;apucháνantam vikaróti tàsmZld必 'm白tra pak�'apuchàνδn jZlyαte. 11 20. t必占問ν均加白ωZ 

pak�α明p戸uchν伽J占ρáw山ν悶tαω仰Z訂nt，“G印m eωMν町ιà sàntωα仰仰111 1叩pa内α仏k，むSé仰じch飴占L悶ClI山n附1 1νa paω』り'y百wαF附 治山smãd y可δF
g立rb h凶a山1ft n占 yγαf治h忌r忌匂:pán.1pαι，5勺yanぐちη1γ， (占I1的hα邸mαlJ1 αmùtra pak?apucchávど711tal11 pasyanti. t.ムすl11ö j
jZltàl!1 gàrb hal!1 yalh Zlrupàm pa5yant i. r 1 7  次に， ここに 当の もの lnasc.，
Gãrhayapatya祭火壇)を「祭 官は」穫 む。 飽ならぬこれ[ 火壇]を， このことに よっ
て， 注がれた retasとして 造りか えることになる。それ故， 母胎の 中で注がれた retas
は 造りか えられる。 .. 19. そこでこれ ( 火壇)を， ここで， 翼と尾を持つ者に [ '1皮
は] 造りか えるのだ。母胎の 中で retasが 造りか えられるような見か けで， そのよ
うな見か けで[その人は] 生まれる。その 際， これ (火壇) を9 ここで， 翼と遣を
持つ者に 造りか えること， それ放に， この人 (祭 主) は彼方に於いて翼と尾を持つ
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ヴェーダ、文献における胎児の発生と輪廻説 (75) 

子宮に入ると考えられていたのに加え， retasの前後に「気息 (pra明ー )J等 が

子宮に入り込むことも確認できるヘ

更に， indriyá- (感覚器官のカ) が子宮に入るという記述もあるにpr勾a等

者として生まれる。20 . 彼を， 他ならぬ翼と尾を持つ者であ るのに， ちょう ど翼と
尾を持つ者であ ると[人々は]見ないのだ。それ 故， 母胎の 中では， 胎児を[人々
は]見か け通りに見ない。だが， 当人 (胎児)を彼の場所 ( 天界?) に おいて， 翼
と尾 を持つ者であ ると[人々は]見る。それ 故， 生まれると， 胎児を， 見か け通り
に[人々は]見るJ ， retasと 新生児の姿については， JB I 1 7  [Agniho回]参照 ( → 3.)。
胎児の 大きさと子宮の 大きさとの 関係については， S B  VI 5 ム8[Agnicayana， Ukhã 
鉢製造]に言及 があ る。

16 例 えは�':KS VII 5 ・67 ，7 -12 ' ( �Ka pS V 3 -4 :63 ，1 8 -23 ') [Agnyupas出ãnaJ 乳伊rirm耐世1，
( VI 9 : 5 8 ，20 -21 m P.) eti. 陀ta evaitayã prasiñcati. ubhã vãm indrãgni ( VI 9 :  59，1 -2 m  P.) 
iti. p泊早占'pãnau vã indrãgnï. p的早ãpωã evait，のã dadhãη ayam ihapra泣lamo dhãy，- ( VI 9 :  
59，3 -4 m  P.) ïti. garbham evaitayã dadhãty. asya pratnむn anu d戸ltam ( VI 9 :  5 8 ，1 8ー1 9 m
P.) ity. üdha evaitayã 初roty. aya!p也yon廿!，1:viya ( VI 9 :  59，5 -6 m P.) iti. janayati cai四itayã
vardhayati ca. k!ptã ha vã asya prajã jãyate ya eva1!l vidvãn agnim upat時thate I <Agni は

頭頂だ…)と[祭 主は唱 える]。 他ならぬEetasをこの[讃歌， リチrc J によって注
主盤生受こ と に な る。 ( 君た ち 両 人 を， IndraとAgniよ， [こ こ に呼ぶた めに
(品仰向dhyail])と[唱 える]。 吸気と呼 気とは IndraとAgniなのだ。 他ならぬ 吸

気と日乎気をこの[rc J によって置き 定 めることになる。 (この者は， ここに，[Dhãtrl 
Adhv紅yu l祭 主によって] 最初の者として霞き 定 められた)と[唱 える]。 他なら
ぬ胎9�をこの[rc] によって置き 定 めることになる。 (この者の， 太初の輝きに 従っ
て…〉 と[唱 える]。 他ならぬ乳房をこの[ rc J によって 作り 出すことになる。 (こ
れが君の， [ 妊娠に]ふさわしい 時期にあ る子宮だ…)と[唱 える]。まさしく[子
供を]生 み， そしてまた 成長させることになる。 もし人がこのように知りつつ祭 火

を礼拝 するならば， この人の子孫は， つ まり， 整 えられて， 生まれるのだJ ， � MS 
I 5 ，6 : 74 ，3 -7 ' � TS I 5，7 '  
JB II 1 8[Gavãmayana] 双役民�良之援投姫 川d gãyatram. I ωω 'nyãny angãni 
vikri目'yante. I J!投奴挽匁奴奴必説戸d gãyatram. I ωm anyãny angãny upasa1!lsïdanti. I 

I Gãyat ra ( - s組組)が[用いられる] 時には， 民国 が， とのことによって， 最初
主ム竺主主のだ。それ ( 四国)から 他の 手足たちが 造りか えられる。Gãya回 ( - sãmaω
[が用いられる]時には， 気息が， このことによって， 入り 込むのだ。それ ( 気息)
に 手 足たちが控 え侍っているJ ， ( Cf. Akiko Mu臥臥WA， Das Gavãmay釦a-K明記l im
Jaiminiya- Brãhma早la [D iss. 2007 J ，  p .149.)ただし JB I 1 7  [Agnihotra Jでは， pr勾aた
ち (pI.)が最初に子宮に入り 込むとされている， →3.。複数形で表される prãl).a I 気

息たちjは， 呼 吸機能 以下， 視覚 や聴覚等 の生体 諸機能全体を， 省 略の複数形で表
したものであ る。 retasが prãl).aよ り も後に 入る こ とを示 唆す る例と し て， cf. 
SãñkhGrSü I 19， 4 p泊収陀ω dadhã，ηyωau. I 気息の 中に 私は陀tasを置き 定 める， 某
よj。
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(76) 西村 直子

が父と母と さオ1な ら子宮に入り込んでい

ることから， されJる ヘ と retasとの につい

ては， AB I 3 参照(→2-1. )。

2-3. Soma祭の潔斎において， 祭主が胎児及びretasと国董されること

Soma祭を挙行する

のbrähm如aには，

さ らない。 各hぬ

る。

学派では更に， と結びつける観念が見られる ヘ

また， MS III 6，1: 60，11-12' 

一視されている (大島 D iss. → n.l9L 

の祭主がrerasと同

Fウ

í 8  

1宮

-J-' 
ノ']， retasを具えているという ち見られる I3→2-1. )。

MS m 11 ，6 :14弘5m[Sa utIama nIJ �-....-KS X X X V llI 11lJ，，-，τ B II 6，2. 2m� vs X I X乃花10
m主tru:h vUahcai I y ón irf) praν1ぬ d indriyillr I górhho 1f1:'a，'l1h'm)rl� 立Ihan:t jahãti j白nr.則自
nã 1I ! 精液は尿を 捨て 去る， 感営のカ (日 driy à -)として 母絵 に入り 込む持。胎児
は治主主/紙毛撲 によって 覆われている。誕生 に綴して 羊漢を 主主てるjo Cf . MS I 6 ，12目

の 密通)， →百 47.
* Ma itr長 yaJ} lya 派の S乳 ndhi， -as > -íìC V による。
治児が子宮 に入るという鏡 念と prãl} a等 が reta sと言íJ後して子宮 に入るという 観念

との 関連 について検討を要する。父 に も母Jこも属さない総選 主体， 或いは死後の 主
休( I実存， 実在jを意 味する男性名認a su に由来する 何らかの 観念) がその背:崇

として 想 定されるか もしれない。 については， 後 藤敏文 rw業』と『輪廻』 ヴェー
夕、から仏教へJ ( →註 .33)注43参照。 (たち) の妊娠ヘの 関与は， JB I 1 8  ( →  

3 .) に諮られる「報告者j や に おいてYえjíì a va lkya が説くÀ tmanと 共 に
移動する 気怠たちの 観念( →4 - 1 . )を 導く ものと考えられる。更 に， cf. Vä rãhaparis i 号ね
Bhütotpatti →n.4A 
。 d7ksit，占ー 仰Z尋問一 D1 ks�， に入った祭 主 がrhha-
o dEおItムVlrtutaー D lksãの小屋 y óni-
. 会khala戸 聖続 nábh i-
. ゐ出向 麻裂の衣' 点lba凶

• k々匂{り宝到刀A巧j

日会�I.': ( embryo); 
子宮 (羽 tenlS); 

ijj雪;寿(mn bilica l cord) ; 
羊槙 (組m ion) ; 

E.g. M S  m 6 ラ ，7 :6 8， 7 一2グ 犯stぬo ma丸 ラ DI孜ks丞記J ; TS V I  1 ，3 ，2 - D孜副 ， cf.大
島智靖『ヴェーダ祭王立 に お ける ア グニシュトーマ祭の潔斎 思想 ヤジュルヴェー

ダ@ サ ンヒタ�Oコブラーフマナを 中心(:: -� (Diss .， 2007) ppJ 32ff. B台 泥 になった祭
主は! SOl na 鶏入儀礼 ( Cf . MS m 6， 7 :6 8 ，16 - SB m 2 ，l ，16[D1 k�品J)， ま

たは終了儀礼の体浴 (Ava bhnha、 cf . S B  m 3司 3. 12[Soma購入J) の擦 に竺まれる
土 pr台)。 言すき日では胎児が 外から子宮 に入ることを 翠認したが， D lks ãの文脈では祭
主が小屋 に入ることと胎児の子宮への 進入を 調達づ ける 記述は， AB 1 :3f::見られる。
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ヴ、ェーダ文献における治史の発生と輪廻説 (77) 

retasであり9 る m l→ト3. )。 この

umbilical cord， 
nâbhi-

l.l1TIbilical vein 

Brita nnica， Pregna nむ y l http /! www.b1 ita nnica .com/豆 Bchecked/ topicl 

〈 部 にサ ンスクリyト諾を 加えた。)
20 りascát Dr合YWlafIJ kuryöî p久s'c({d vái r会10 dhiyate. r会10 dik�itó . 討o 'smin 

k日ryãd yárrl kãmàyeta manu�yalok占 yäd íty. esá vái 
dlfJ. manu�yalok占 evá rd加。Iy. uttaratái; punふ[日， slãt kuryãd yél!'(! 

ιàmáγetobháyor lokáyor fdhnuyäd íty. ubh立yor vá etál lo- �15J káyor. ubh立yor ev立!oká)'or
rdhnクti I子孫をきそする 者ー には (祭式ノト屋の) 西側 に入り 口を 作る べきであ る。 後

ろ鰐(pαíc主r =西側) に reta sは置き 定 められるのだ。* 潔斎 に入った者は reta sであ
る。 児問Sをこの[祭式小墨1 に置き 定 める。人間たちの世界で 繁栄して欲しいと
[祭官が ]欲する 場 合 には， 北側 に入り日を 作る べきであ る。[祭 主は ] 他ならぬ

人間たちの世界 に おいて 繁栄する。両 方 ( 天と 地と) の世界料 に おいて 繁栄して欲
しいと[祭官が ]欲する場合 には， 北側 に (そして) 東側 に{即ち， 北東1J!li (ご) 入
り 口を 作る べきであ る。これほ ta s ?)は雨方の 世界に[あ る ] の だ。[祭 主は ] 他
なら ぬ両方の世界 に おいて 繁栄すること になるJ ， S B  VII 1， l， 16[ A伊 ica ya na， G祭 火
遺建iき ]は， y加i- (子宮)， úl何一 ( 羊膜)， rétas- 繕;夜〉の三者がフ 外側からこの

J!漬番で層を 成していることを 示してい る。この 解釈は， re加を胎児とj弓一視する
観念に基づく ものと考えられる。 なlha.並び に 母 子の層 構造 については n.日及び図
l参照c

* Cf. TB III 2，2， 8 '  (西村『放牧と敷き草刈り� pp，230 � 231及びE .76 8 →L. l コ

判「両方の世界」に属する reta sは， JB 1 17 �1 8  fW，"n!l1T" に お ける 2つの λtma nJ
を想 起させる ( → 3 )。 当該引用筆所の直 前 には， 東と高とのそれぞれ に入り 口を

作る 場 合 の意義が 述べられている。 天界を欲す る者 には東側 に遺り， 祭 官が祭主 に
「祖霊 たちの世界で 繁栄してほしいJ と望む場合 には事側 に 作る。 天界 も極霊たち
のt宣言手 も， いずれ も祭 主が死後 に属すること になる世界であろう。後の「 二道説」
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(78) 西村 直子

観念は， らの 人間の 発生を説く五火説の 一つの基盤であったと ら才1る。

2-4. Ind沿の「再生Jと黒持羊の角になった子室

Soma祭ではF 儀礼の 一部や祭主が体を掻く場合ーなどに黒鈴羊の 角を用いる

よう 定められている。 その 患来としてI ndr唱aの 「再生」説話が語られる。 I ndぬ

の 「父」はY共 (祭式入「母」は9 黒YV 学派ではD ak�時五(祭宮へ

では Vãc (言葉 ) である九I ndr乱は彼自身として母胎に入り込み， 彼自身

として生まれてくる。 概要は

I ndraが自身の再生に関与した時に果たした役割について， 黒YV 学派の文

献 は明瞭に述べていない。 MSにおける胎児と retasとの同一視を考慮すると，

が想起 される。死後， 人間は「神々の 辿る道 J か「祖霊たち
の 辿る道 J かの 何れかを 辿るO ただし， 二道説では 前宥が二度
と 地上 に再生しないブラフマ ン b ráhmar.ト (焚) との合 ーを， 後者が再び 地 上 に生
まれ変わる 「再生J の道を 表すの に対して， MS 当該箇所が 天界と祖霊たちの習:界
とをそのよう に区別していたか どうか疑わしい。むしろ， reta sが 天界 に も 地 上 に
もあ るということは， 死後 に 天界へとjさした祭 主が再び reta sのJT"，を取って 地乞 に

再生すること奇予定した ものであろう。 当該霞所 に お ける「 天界J と「祖霊たちの
世界J との区別は， その人のイシュタープールタ i，ytZt pu rtふ「祭式と布施の効力」
がその人個人の ものとなるのか， 祖霊郊ち 一族の 共有財産となるのか， という点 に
あ るか もしれない。1St 主pürta はその人が生 前 に祭 主として行った祭式と祭雪 に与え
た報員KI (布施) との効果の総体であ り その人の 来世のあ り万を決 定するo RV や
A Vでは， 死後 に祭 主が祖霊たちと 共 に 自らの1 号!ãp u rt品を享受するとされるが， 次

第 に一族の 共有日才産ではなく倒人の ものであることを強調するよう になる。i��ãpürta

に演する詳絡は弁狩爾プ r輪廻と業J ( �岩波講座 東洋 思想 イ ン に 思想 2 � 1 9 8 8， 
， 阪 本 (後 藤〉 純子「目的 pürtà- 祭式と布施の効力』と 来世J ( 今西 順吉

教授 還暦 記念論 集『イ ン ド 思想と 仏教文化 � 1 996， pp. 8 82 - 862) 及び“Da s Jenseit s 

und istÜ-DÜJ均一 " 参照。
21 MS III 6‘ 8 :70 .3 -10 Pの 概婆はa神々の もと にいるDa ksin孟 ( 女性名詞〉 に対して3

Asura たちの もと にいるY勾む (男性 名詞) が欲望を持 ち勾 交合する。これ により
生まれる者が 地ーとを 支配することを知った1日古川之 彼女 に入り 込み争点v iS)， 胎
児として発生する (s.â;n-bh忌 →n. 49)。 出生侍1::". ιno..ZI)， その同じ母胎から

生まれる者が 自 分 に 匹 敵する喜となることを知って lndra はD政sinãが 二度と子
供を主主めなくなるよう に， 彼女の子宮を 絡み込んで生まれる。Da k sin亘の母胎は 黒
玲羊の角となった。Dlksa を行っている祭主が 黒鈴羊の魚を用いること により， 祭

二目立 ln d ra を 育んだ母治とDa k sinã 自 身と， 吏 に母胎 ごと ( 或いは母 日台を 共 にする)

祭式を捕まえることになるO テキストと翻訳 については稿末を参燕。 他 学派の対応
は :KS xxm 4 :7 8， 1 7 -79，6わ ( �-'叉pS X X X VI 1 :21 8， 1 8 -21 9， 10 r) �TS IV 1 ，3，6 P�S B 

III 2，1. l8 -29。 大 島Djss.pp.140ff 参照。
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ヴェーダ、文献における胎児の発生と輪廻説 (79) 

I ndraはYajñaの retasとなって自身の 再生に関与したもの と推測される。 他方，

SBでは， I ndraは胎児となって母の 中に入り込んでいる ヘ即ち， 父は胎児と

明確に区別されている。 この ことは， 胎児発生の 理論に関して， SBが黒YV

学派よりも進んだ段階にあったことを示唆している へ

2-5. 父と胎児

AB VII 13 ，9 [R真jasuya， Sunal).sep aJ ""' S拍khSrSu xv 17'4は， N ãrada仙が息子を

望むHarisc組合a壬に対して語りかける 備の 一つである。 父は息子として再び

生じる。 そして， 彼は息子を通じて世界を得る ヘ 他の 偶では， N ãradaは苦行

者の 生活が無益であることを説くへ

22 S B  III 2 ， l，26 … sá índra evá gárbho bh品tváitán mithunál'fl právivesa. Iその 際， 他ならぬ
つがい

Indraは garbha (胎児) となって， この 番 に侵入したJ。
23 S Bの別の章では， retasは胎児の 身体 に 作りか えられるとある ( VII 1，1，17 .19.20 → 

2-2. ) 0 Indraが母胎 に入る 前 に姿を変 えた「胎児 ( gárbha-)J とは， 胎児その もの，

つ まり 身体 や感覚 器官な どから 成る包括 的な存在ではなく， 何らかの 精 神 的要 素
Ondra の ア イデン テ ィ テ ィ?) を 指す表現か もしれない。父と胎児とを区別し，

胎児カtかつて存在していた 誰かの ア イデン テ ィ テ ィを具 えているという 観念が見ら
れる。 この 観念は， 個人が継続 的 に存在することを表している。

2比4 p仰αω叫ti昨iかr jã匂yãゐ伽伽mpraν昨t沿t均satωωti gμar，均bh加o b肋hü品jtvã sa mãt，ωaram 1 t，ωaS) 

J片ãy戸αt抱e 11夫は妻 に入り 込む， (つまり) 胎児となってから， 彼は母 に。|彼女の 中 に
再び新しい者として生じてから，[夫は] 10 カ 月の後 に生まれる。

2お5 A油Bvnl日3，6a一cs凶aωsv叩附αatp仰uωt的r陀e加 p戸itl加α酎roη肘拘邑勾y仰a叩nb励αah凶u伽û
「司)1順1[頃|慎買次， 息子たちを 通じて父たちは 分厚い閣を超 えて行った。 自 分 自 身が 自 分 自 身

から生まれたのだから…J ; 10 taj jãyã jãyã bhavati yad asyãl'fl jãyate pun幼 1 ãbhutir 
eゅbhütir bljam e加1 nidhlyate Iこの 女 の 中 に再び 生じること， そのこと によって妻

(j ãyã- ) は 産む者加帰国) となる。これが[胎児の] 発生である。発生は種子と
して， この 時， 中 に置き 定 められるJ ; 12 nãputrasya loko 'stlti tat sa円e pasavo vidulJ 1 
tasmãt tu putro 踊tara1?l svasãra1?l cãdhirohati 11 I W息子を持たない者 には[死後の]
世界Lまない』と， そのこと によって， すべての 動物たちは知っている。それ 故， 他
方， -息患、子は母lににご乙， そして姉妹 に乗る ( 交合 する)川J ; 1臼3e平抑a p阿αnth幼ãu即ru昭gã，匂yα劫与susμeν叩oy，戸'am
putriηd 昌批kraα仰m凶αnte ν凶is均ok焔a幼与| ωm pαωsy，α仰n白 paωsaν叩'0 v悶ayã町1 ca t，ωasmãωt te mã加tr，負匂'ãpi mit，仇hun
bhavαnt耐I討加t白 乙れが， 息子を持つ者たちが苦痛から離れて歩 み来る， 幅広い調歩を
もたらす， よく知られた道である。それを 動物たちと鳥たちとは見る ( 本 能 的 に知っ

ている)。それ 故 に彼らは母と も 番となる」。
26 AB VII 13， 7  ki1?l nu malal'fl kim ajinal'fl kim 川ma尚早i kil'fl tapalJ 1 putram brahm仰

ichadhval'fl sa vai loko 'vadãvadalJ 11 I垢が 一体 何だ ( 何 になる)。毛皮 (の衣) が 何
だ。震たちが， 他方， 何だ。苦行が 何だ。息子を君たちバラモンは望 め。彼 (怠子)
が 議言命の余地のない (・言うまで もなく)[死後の]世界なのだ」。このことは， Nãrada 
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(80) 

父たる

西村 直子

し， 息子として生まれるという 観念は， 太陽と祭

と祭火との関係に対する言及と共通の基盤を持つものと考えら

れるヘ 中に入る。 を育む子宮である。

太陽が昇る ら再び生まれるヘ

と についてフ 日すべき mamra らhる ヘ

これら ;」 とにおいて各々唱えられる 。 l -r い t

27 

つ 8

29  

30 

が 怠子 による死後の存続 に儲億を認 めラ 苦行により もたらされる 天界への再生 (或
いは 天界での不死)， þ!pち輪廻〈後 に sD，n så raーと呼ばれる) の 理論を否 定していた
ことにtJ-る。
RVに お ける Purusaとれ叫IX 90 ，5 [ Purus丘町sü kねJ: Puru手a →V廿勾 → P己主的a人Adiむ

と Daksa/ λdityaたちIX 72司4[Aditi， Ãd江戸たち， Mãrtã平均 J:Adiiì →Dak持 →Adití
→ たち) の間に も， 同様の 関係が 成りまっていたか もしれない。
E .g. SB II SB U 3.4 ，12 Agrlyu':'ästìlãnaヲIndraは 太 務]。 太 陽と祭
火との 関係については 以下を も参烈せよ MS 1 8 ，2:12Ll2 -16 P�KS VI 3:51 ，9 -
lF�K乱pS 1V 2:44ラ Agniと Sflryaとが， 一つの赤銅の子宮の
中 にいた。Silrya ( = in MS)がそ とから走り 上った 時 に落ちた rさぬsを， Agni 

はその子宮によって 受け止 めた。 Cf. Wilhε1m RAU， Metalle und Ivletallgeräte i m  

vedischen lndien 1M昌inz-Wi己sbaden1 974) ) pp.1 9f均 AMANo，l九伝itrãya1J.ÏSa-mhitã I -II ， pp. 
2 83 f. (→n.22) この説話は ヲ RV vn 33に お ける Va.-un昌とUrvas lとを両 親とする
Vasisth品の誕生を想起させる。 更にJVIS 1 8 ，5:121 司4 -10 "では勾 晩， 祭 火 にretasを
注 ぐと翌朝には 太 陽が生まれる， とあるo Agnihotra や Prav主主gyaの文阪では， 供

物の牛乳をおtasと同一視する混念が散見 する。 ;欠主計3.参照。
TB 1 2 ，1ム ，20'"吋】 珂勾yã詞dh品加.nぬ叫♀凶J = II 5， 8  竜7'ペl
5幻smη郁! n灼daωs! tれLγF占加F刀et必耐立♂t 1 mωamη2主S訂1 YウJη2口削1臼タ f必如占め μ戸4台占F刀u r as幻rnl町i 1m叩2匂立F問?η1悶Cα:ûれlν必P令占 z必占n vaha h附臼νりyみn仰y 立勾gr，ぜe 

putl'àh pitf合lok.αkíj jatl1vedaiJ i r 私は 君 設に存在している。 私教に 君は存在
している， このように。 君は 私の子宮だ。 私は 君の子宮だ。 飽ならぬ 私 に属する者
として， 獄 供される べき 物たちを 最初 に 君は運ぺ。息子は父のた めに世界 (来世〉
を 作る者である おtavedasよj。
JB 1 47 [Agnihotra， 葬送 儀礼 J�TA V1 1 ム ��気n油缶Sü IV 14 ，36 [ 葬送

vai tvadωm品d tvam αyar(1 te yon ir asya �vonisれ!am I i pit.βputr凸'.va

lokak�j jãtavedo nayà hy enBlF su/u;tãr?l yatra lokaÌJ 11 asmadν山dωl削t捌n削2勾A匂ωthω品g

j伊占y戸江f必昌伽斤rn sv必)ãω昌af伺1浪昌 「この者〈死んだ祭 主〉 は 君 (A主匂gn叫iO) 紋 に[ 存在して:い.\た] のだo
この者 故 に 君は存在している， このよう に。この者は 君の子宮だ。この者の子宮が
君だ。 ii父は患予のた めに位昇、を 作る者でð5る， J呈I旦vedasよ。 当の者を 君はまさし

く運ぶがよい 善業たちから 成る壁界があるところ[へと 1 0 11 この者か
ら 君は生まれたのだ。この者は習から生まれよo $V油 品。 」平行 箇所は， H .W.BoDEWITZ ， 
laiminïya Brãhmana 11 -65 (Leid記n1 号73)， 

Ymヨke 1玄ARJ "Some Aspects of the I dea of Iえめirth in Vedic Literaturぷ (f イ ン ド 思想史
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ヴェーダ、文献における胎児の発生と輪廻説 (81) 

独立すると， 祭火を設置して祭式挙行の 資格者となる。 その 火は生涯保たれ，

彼の 死亡時には火葬の 火として用いられる。 その 際， 祭主は火葬の 火に投ぜら

れる供物と見なされ， 天界に再生すると考えられている。 つまり， 祭主は祭火

を生み出し， その 祭火から再び祭主が生まれるの である。

祭火と太楊との 関係には， 胎児が子宮の 外部から入り込んで生まれる， とい

う観念を重ねることができる。 また， 祭火と祭主との 関係は， retasを媒介と

する父と息子との 相伝を模したもの と言えよう 。 即ち， 父の retasから発生す

る息子の 体内には胎児の 段階で予め retasが具わっているが， それは父が ret as

の形を取っているの だ， という 観念である(→2-1.， 2-2. )。 この 観念は父と

r et asとの同一視を背景としている。 父とretasとの 同一視は， TS V 6 ，8，4-5p31 

及 びλp astam b a-Mantrapãtha1 3，l4m勺ご在証される。

3. 父とãlmán・

JB 1 17 -18 [Agniho回]田で、は， 祭主の 2つの 母胎(子宮 )， 2つの ãtmán-， 2 

研究11 6，19 8 9， pp .155 -164)参照。
31 [Agnic ay ana， RetaJ.! sic煉瓦 ( V 5，4の補選)J trf1Ji va vá rétãin si. pita putrá車内 utral) . 11 411 

y 占d dv é r etal) sícãv upadadhya d réto ' sy a  vích indy ãt.白 srá ú padadhãt i. ré tasal) sá1fl taの7 ai:
I reta sたちは 3つなのだ。 父， 息子， 孫である。[祭宮が] 二つの Retahsic (1 retas 

注ぎJ)煉瓦を添 え置 くとしたら， 当人 (祭 主) の retasは切断されることになろう。
3つの[煉瓦] を添 え置 く。 retasの継続の為にである」。

32 réω ， háin retobhrt tvam: 私 ( 新郎) は r巴tasだ， 君 ( 新婦) は retasを保持する者

だ:J ， �ÃpGrSü II 4 ，1 7  [ Viv油 a， Saptapadï J ; cf. MãnGrSü 1 10 ，15 [ Viv油 ak回H句i J: reto 

'hama sm i陀ω dhattam I 私は retasだ。 君たち 2人はおtasを置き 定 めろJ.
33 Textと翻訳は稿末を参照。 内容については後 藤敏文 IW業』と『輪廻』 ヴェーダ

から仁ム教へJ (W印度哲 学仏教 学� 24， 2010， pp.16 -41)第5節 も併せて参照され
たい 。 概要は :

・この世から去る 時， 祭 主の 気息(p ra加ー ， sg .) が 最初に 出て行き，神々に祭 主が
生首官に為した 善行及び 悪行の 量を告げる。 次に， Iこの者J ( ay am， 生 前の祭 主
に属していた 何か， →n.54) が 火葬の 煙と 共に 上方 ( 天界) へ 出て行く。

・季貨有たちが 門番をしている。 彼らに 次のように公言すると， 季節たちは「彼」 を
太 陽へと 連れて行く。
半月間搾り続 けられた， 父祖達の[ 気息 達を] 持つ， 見はる かす[ 月 = Soma J  

から， 季節 達よ， retasは もたらされた。|そういう ( retasである) 私を， 作る者
である男*の 中に [ 君たちは] 送り 込む (1 吋 または: 送り 込 め， Ipv .)。 作る者
である男から母の 中に [ 君たちは] 注ぎ込 み終 えていた ( r町 または: 注ぎ 込

- 8 8 -



(82) 西村 直子

つの世界が議論されている。 12つの母胎」と12つの世界」とは， 祭主の妻

を;母胎として祭主がこの世に再び(恵子としてj生まれることと，

として祭主が太陽の世界に生まれることとを指す。 また 12つのおmálト」

この世における祭主の息子と天界における祭主のおmanとを指す。 母胎も

み終 えよ o iI 
そういう者として[ 私は]生まれ 加わる， 生まれ加わりながら， 12カ 月と 共に， 13 
番 目の閏 月として。 ;完全に， そのことを[ 私は]知っている。 はっきりと， そ
のことを 私は知っている。 そういう 私を季節たちは不死へと連 れて行 け。 11

@ 太 湯と問 答を行う。 太 陽の 問いは「 君は 誰か J 0 二通りの 答え方と結栄がある:
① 名 前， あるいは 族名によって 答 えると， 太 陽にあった彼のÃtmanを 返 却さ

れ て季節たちに 引きずり 出される。 彼の世界には昼夜が やってぐる (地 kへの
再生)。

②「私は『議(kah) � だ。 君は 太 陽光だ。 そのような者として[ 私は] 天界に
属 する 君に ヲ 太 湯 光に， 赴いた」 と 答えると， 太 陽は「 君であるところの もの，
それが 私である。 私であるところの もの， それが 君であるjという。*下彼は 善

行 の 精 髄?へと合 入し ヲ 忌子たちと父祖達とはそれぞれ遺産に与る。
a結論 :このように知っている者は 2つの Ãtman 彼 自 身却ち 怠子と 太 陽に保存

され ていた λün an) を持つ者， 2つの遺産 ( d1';必va- : この世に お ける息子への
遺産と， 死後の世界に お ける祖霊たちへの遺産〉 を持つ者である。 このことを知
らないと つのお m犯 (息子) とiつの遺産 α この世に おける息子
への遺奈) しか持たぬ者としてAgnihotraを 獄 供することになる。

以「そういう 私」 は retasであり， 胎児となるべき存在である。「 作る者である 男 」
はヲ この文脈では「子 供を 作る (7叩)J 父 親を 指すと考 えられる。「 私」 は retasで
はあるtß.， 父のコピーではない， ��IJ人格の「 私」 として生まれることになる。
仲間X1 2ふちには 太 陽の背後に祭 主の「 獄 供 (品川) Jがいて河様の言葉を祭 主に

投げかけることが 述べられている àtha vám etám 1 e，�á ha 1'(1 
am白l'mim /oká Zltmみbhavati. sà yαdàivam1'íd asmる110k司t práity 立tfχlinam町長/1日t;r etásya 
Pf/i[h止sa守主hvayaかéhy. ahàn:t ν占i ta ihå tmásml tì その 時， もしこの献 供を献 供する

者があれば， この献 供は， つまり， かの世界に おいて 当人のÃ tmanとなるのだ。
その 際， このように知っている者がこの世界から 去る待， すると， 当人J乙 この款
供はこの[ 太陽 ( cf . X I  2 ，2 ，5) J の背 中にありつつ， 呼びか ける 君は 来い， 私は
君のÃ tm anとしてここにいるのだ』と」。 対応する S B-Kãnva m 2ム2-3ではこの「毅
i実」 は「献 供から 成る， 善業から 成る んman sub:ta;náya一 品tmán-)J と

言われ る。 伏見誠「祭記に おいてつくら れる ãtmanJ pp.43 f .  ( � イ ン ド 忌想史研究J
7 ，1995， pp .36 � 50)参照。

?伎が生誌に行った祭式と布施の功徳 (時tùpürt，志向) . 或いはこれに類する 観念が背
後に想定される。 S BK III 2 ，6 ，2 � 3に お ける「献 供から 成る， 善業から 成るÃ tmanJ
を考慮すると， JB当該箇所における「善業の精鎚(sukrtarasa-)j もÃ tmanにつな

がる概念であると考 えられる。 伏見 前掲論文
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ヴェーダ文献における胎児の発生と輪廻説 (83) 

界も ãtmβ11聞も9 それぞれ地上と天界とに対を成してる:①地上:妻(人間の

に1司et誌を注ぐと， 彼自身(丘 が生まれる。 これは ラ 拾児を父自

身 ト)と同一視する観念を背景とする， 息子としてのこの世への再生で

ある;②天界 Ãhavanïya祭火(献 供用の祭火:神々の母胎 ) にAt manを注ぐ

と， 太1蕩に彼のÃt manが生じる。 これは， 供物の牛乳を彼のおmanと

する観念を背景とする 天界への再生である。 retasと同一視されてい

(→2-3. )は， 更にヨ 天界におけるAt manとも同置される。 従って， retasは

の に等 しいと考えられていたことがわかる。 祭主が死後に迫る過

程はヲ n.33のよう に示される。

Ãtmanが太陽に保存されるという 観念と関連するものとして，

派のb rãhmanaには祭式の諸要素や個々の行作を通じて天界に祭主のふmanを

作り上げるという 観念が散見するへその擦， ぬm-skr 各構成要素を設計図通

りに配備して構成するJ(ãtmasmnskrûー IÃt manを設計図に従って構成するこ

とタ 対応する自動詞である る一方，

を胎児発生にAB にlま によってλt manを構成してゆく

なぞ らえる議論もある AB1 22ヲ 14- 1 5 刊TgyaJ ; V 1 5ヲ 1 - 1 4

VI 27 -30 [�açlaha， 0 D vãd誌もa及び�açlalぬでは， 最初にす号tas

pr ana 生体諸器官) が整えられた後 28)ラ 神々の母胎から祭主が

生まれる (VI 28，1 0-29，1)。

天界に祭主の死後のλt manを予め作っておくことは， に届けておいた

(→n.ll) を使って祭主が死後に天界での生活を享受するという 観

念を背景としている。 天界での生活はその人のl�t亘piirta の量/質) に応じて

34 更に reta sと 供 物の牛乳との同 司視が その 背 景にある， e. g.KS VI 7:56 ，l9 -20' 
reto vã etad yad agnihotram; S B  VIl 2，1 ，6 雪the a lta r of 

r立thai吋lt占d yájamãl1afJ I ãtm主将a間 か!au r吉to bh晶tálil sùÌGaIÌ Iまさしく同様に，

この ことに よって， 祭 主は Ukhã鉢という 母 胎に reta sとなった Ãtma n 牛乳) を注
ぐことにな る」。

35 伏見言言渇論文参照。 更に MS 1 11 ，3 :  163， 13 - l6'n 等 の Vãja peya の rna n:: ra の背景にも

向様臼観念があった ものと 思われる。
36 Cf. Þ主B VI 27 yad evαWpãnl3的長tmasCll!fskrtir vãva silpãni. chandomayam νã etair 

yajwnäna ιtJnanan.l san:zskrute まさしく諸説lpa であれば， 諸s ilpa は Ãtma nを構 成
する ことに他ならないの だ。これら ( 諸合ilpa)に よって祭 主は 自 分の Ãtma nを構
成する」。

氏UCO
 



直子関村

自分のMSでは，

て地上へ戻ると

(84) 

く

に再生することになる。 地上と天界とに

ものであるおける死

る個人の要素がプiづA\の再生，即ち

る見解と retas，

されていったと考えられる。 そして， JBにおける12つの

よう に考えることができる:

とを剖のものとするという

とし

に基づき母胎と2つ

またヲ 別の個人の rεtasとして

もたら

息子として再び生まれることになる一方

との母胎に入り込む。

l二し9とは異なるこのことつながる。

することを示している。

ヰ園 発生学の農開

IV XIγ7，2，3 iV 4，3 = 4-1， 

りするJanak主に

MS I 8 ラ6 :123 ，1 8 Pff ， cf，{麦藤敏叉 主avalkyaの アートマ ンの形 容 語と
Buddl誌の四苦 ( �印イム研� 44- 2 [1 9当ち J) p，8 83とそれを詳述した
ch昌racte ri zation of t b号 λtm品目 and the Fo百r Kinds of Suffering in early Bud(ゴhism)�

( E!ec凶日ic JOErna1 of \'edic Studies 12-2 ， luly 2005 ，  pp.71 - 8 5)， Sakamoto -" Got ö “Das 
Je脱出und i帰- purt 主ー" ( →nJ1)， AMANO ， Mait均ranI S lli-ilhit 呈1ーII ， pp，305主(→ η，22)， 

当該箇所 を巡 っては3 後 藤敏文 の アートマシの形 察語と Buddha の四
苦 心 “Yãj主avalkya's characteri zation of the Átma口 組d rhe Four Kinds of Sufferin芸in early 
Buddhism" → 11，3 7) ， 並びに r �業』と『輪廻�J ( → 九33)において 検討されてい
るo tásya ha etl占sya léna pmdyoténど ãtmcl nlskrãtnati ... tam 
utkrémlantarrt p?長刀o 'nútkrömati. P;，(uJ占的an長tkrámantain s立 pra平á aηútkrämanti. ，'+，'GJ1，1-

evànvàvakrlimati. s主出立jñà(1 ，'J'óvUi7ùηo bhavati. t，占 vidy昌karm立がsamanvârabhete
ca， i (宣言終日寺]その 際 ， つまり ， この人の心織の先端が閃 く。その向き

を透 っ てこのふrn a.nがf外へ) 出て行 く。 ( 上へ) 出て行 くそれ ( : λtm鉛! に‘

気怠がつい て (上へ) 出て行く。ついて ( 上へ) 出て行く 気怠i乙 全生体 諸機能が
ついて{上へ) 出て行く。[受胎持 ]同意したところ〈場所または対象りへと[ λtman
は] つい て降 りてゆ く。そうするとこの者(胎児つ)は認識する者， 識別 作用を備
えた者となる。彼 ;乙 (死ん で再生しようとしている者の)知識と行為とが 一 緒 に
竣ろから つかまってし る ヲ そして， 以前の(前世までの)混察力[ も]J。

3 7  

:3 8  
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ヴェーター文献における胎児の発生と輪週説 (85) 

Ãt manを 説く。 JBにおいて， 死者のλtm.加は生前の献 {共を通じて天界に届け

られて丈揚に保存され， 臨終持に死者の何らかの要素( → が太陽から

おm却を返却されるか太湯と合一することが述べられていた。 これに対して，

当該詰所では死者の

ら出て行き，

尼の父にも母にも由来しな

に関与している。 このことによってフ

らかになる。

4-2 仏教時代の発生説と産学文献淵

ら出て行くこと されている。

の身体に擦りてくるλt manは3

る。 そして， At man 

の主体としてのおlna廷の BA
 

rトト

お らかにしたとおり， 吉イtイシ

の3

にあること， ③ガ

1戸iINDlSCHカi Bud d ha's Gebl日rt und die L己hre von dεf 

lま ，

として挙げられるの

男女の交合， ②

内に入り込み(

え

ていることである。 Gand har va りる，

する」 となる。

このGandhar v乱はj Veda らかの存在と

りう る九発

におけるantar，ふ納抑止(1中間の

して登場すること

におけるGand har v呂は， アピダ

にあるものJ，

在である と考えられる。 とも母とも異なるGili'1d har v呂

という 3つの要素によって成立するo Gand har vaは地上より高い

界)から「降りてJくるo RV X 162 (→1寸巳) に見たpatavant-は，

OLDENBERGがNot聞にお したとおり'lp自のGand har va RV に

k全体諸機能が再生場所として同忌、しただ象， 或いは父の retasと母の illl.�変とが合流
する場所か〈→4- 2.， Caraka- Sa抽出及び獄事敏文:-w業』と 『輪廻�J)o Cf. RV X 
l色、4 (牛たちの歌) 向n町長問niyá.vanan) I sa豆並型1EY丘t pa市 1 a山r附wm

mやt"anal1J I yó àpi tàrfl l肌'e 11 !戻り至る道であれ， 戻 り道[であれ ， ICiJ塁塁
所亡さあれL 先へ 進む道であれ 折 り 返し点[であれ]9 戻 り 来る点[であれ J ，[或
いはそれが] 牛飼いで も ， 私はそれ に呼びか けるJ (西村『放牧と敷き草刈り�， p 

1 70 n-453及び

39 Cf後 議敏交!U業』と『輪廻�J →n.33)第6童話-

40 Cf後 露支敏文言言褐論文第6節及び注46 .

- 8 4ー



(86) 西村 直子

遡る可能性を示唆している。

WINDlSCHは仏典の 中で最初期の内容を保持していると考えられるPãli文献

や， M 呂hふ!ast u等 に検討したがへ

に類似する あることも指摘しておりヲ この説が当 さ

な発生説としてー 仏教教団内のみならず社会全般に認知されていたことを明ら

41 専gveda， Textkritische und exeg巴tischeNot己旦 (Si色b巴ntes bis zeh宣伝s BllCh， Berlin 1912)， p 
361 . RV-Khila rγ 13，1 には胎児 に「飛んで戻 ってこいjと呼びか ける 長Hがある
néjame，)'(l párä pata I sùputraf7 pùnar á pata I IN己:jame�aよ， 君は飛び去れ。良い息子
は飛んで戻ってこいJ CIsidor SCHEFTELOWJTZ， Die Apokryphen des �gveda [Hildesheim 
1 966]， pJ 30)o Nej初日記�a/Negame�a についてはAsko PARPOLAヲDeciphering the Indus 
script ( Cambridge 1 994)， pp，238 f 参照。 ご教示を賜ったParpola教授 に謝意を表する。

42 M勾jhim仕Nikiíya n 155 -157 jãnãrna mayam， bho， yathã gabbhas，叩
avakkanti hot;， idha mãtiiphαro va sa刀nipatitã honti， mãtã ca utunï holi， gnndhahbo va 
paccujJn(thito hoti; evw1l tÍl1èWI1l Sαnrllp孟tã gabbhωsa avakkanti hotiti， 我々は理解し

ている， 尊 者よ， どのよう に胎児の降下* が起こるのか すなわち)， ここ に， 他
ならぬ母と父とは結合 した ものとなる。そして， 母は妊娠可能懇である， 他ならぬ
Gandhabbaが控えている， このようにして， 三宮の結合 に基づいて， 胎児の降下が
起こる， とJ，
Divya-Avadäna 1:1 ，9 -16: asti cai，?a lokapravãdo yad ãν昌じanahetoiJ putrZl jãyαnte 
duhitarcû ceti I ωc ca n悶叩α叩m Iy戸どadばdye悶刀717 μωbh加αν悶口町sりη"y目町どa江どd山lμelüωαωiklμμ仏叫ηs
I的αdめ刀αf仇h忌rã匂以品a幻.5 cakわF印u肌1νJar.汀tt問na幼キ la伊'Pl tωμtrl叩μyitr;♂ゐ'?l S封th号n反n丘1?1 S却ar叩?lrtlη7LlkJü丘lbh必5ν的ãtωtr，沿百j占yαn陀
duωh印ras ca I katan削ãtfl tray匂ãm mZltãpitarau raktau bhavata�1 san:吋'pat山仏 mãta
kalyã bhaνati rtumatï gandharvapratyupasthitä bhavaty， e�à'!1 trayâ，!ãf!l sthän長nam
saI!1f1nlkh，bhävär puträ jãyante duhitaras ca， I そして， 懇願 (願掛 け) に基づいて息
子たちが生まれる3 そして娘たちが[生まれるJ. とこのよう に世間では公然と言
われている。しかし9 それはそうではない。 もしそのようなことが起こるとしたら9

各人 に1000人の息子が生じることになろう. 丁度恰 も， 世界を征服する王 にのよう
に。そうではなく， 3つの状態たちが揃う (同時 に起こる)こと に基づいて， 怠子

たちは生ずる， そして娘たちは。 何が3っか 。 母と父との両者が欲情してい る， 母
が良い 状態 (却ち) 妊娠可能期にある， Gandharva が[母] に待っている。これら
3つの状態たちが揃うこと に基づいて3 息子たちは生ずる， そして娘たちはん

* 交合時 にGandharvaが降下して胎児が発生することを「胎児の降下jと呼んだ も
のであろう。lndraが V誌の母胎 に入る持 に「胎児 になった」 ことが想起される， 亡
n，22及び23

43 Caraka- Sarnhitä IV 3， 3 [ khuddikã ， pun<:守的�yãnup(匂taretasah
すtr(vãs capradu:jt正"lyonüo'!ltagarbhäsayäyã yadZl bhavati san)SargaZ1 rtuk丘le yαdö cänayos 
tathëtyukte saJ?lsarge s'ukrúsoJJitasalflsar苫Clln ant，αrgarhhZtsαyûgatar[ì fivo νakramati 
satrvDSQf{lpr((Vog品t tadã garbho 'bhinirvartate， 損なわれていない精液を持つ男と? 母

今、uハνり



ヴェーダ文献における胎児の発生と輪廻説 (87) 

かにしている。 また， 定式化の背景にはUp ani�ad(特に BrhÃ r むp 第4巻) に

お けるYajñavalkyaの教説があることは明らかであるH(→4寸ー)。

結 論

V eda文献において， 胎児による母胎の進入については二通りの解釈のあっ

たことがわかる:①胎児を retasと見なす観念と， ②胎児と retasとを区別する

とである。 ①は retasの継続が家系の継続を維持することを示している。

これはq 息子を彼の父の「コピーJと見なす素朴な観念に基づく。 他方9②は

輪廻を巡る議論の基盤となったものと考えられる。

これら二つの観念はおそらく同じ時期に存在したものと思われる。 状況に応

じてどちらかが適用されていたかもしれない。 また， それぞれは互いに相反す

る主義ないし主張を掲げるグループに属し 対立する概念で、あった可能性も否

定できない。 しかしながら， retasと給児とを区別する観念、が， 特に後の時代

の文献にはっきり現れることを考慮すると， 古い段階では家系

は個人の継続が重要さを増していっ

人たちの関心の的が家系の継続と一

りも重視されていたのに対し，

たものと推測される。 このことは，

族の繁栄から， 個人のそれへと していったことを示唆している。

このことは istãpurtá目 「祭式

n.ll) 0 RVやAV な

の変化の過程を想起させる(→

は祭主が死後に天界で彼

の先祖たちと共有する，一族の共有財産と考えられているが，時代が下る

日台の 血液 と子宮とが 劣化していない 女との合体が正しい 待期〈妊娠可能期) に起こ
るとヲ そして ，両者の合体がそのような状諮でなされた後， 子宮の内側 に至った retas
と 血4夜 との結合 に ， sattvaとの結合 に基づいて生 命 体が降 りてくると ， その 時 ， 胎

児 が [そこ] へ と 転現 す るj。 向IV 主5[ mahati 
iukra云orutl匂rzvaSaltlyoge tu khalu kuku，'figate garbhasanJjñã bhavati. ! I 1"また p 精液 と

血液と生 命 体との結合 が ， 確か に ， 腹部 に至ると ， 月台児という 名称が生じるん
44 Veくいの補遺文 献では ， V孟r3 haparis i�t a Bh己totpatti !ご， asu- (→n.1 8)と妊娠可議期

の 女「生の 血液 ， 男性の おtぉが 結合して胎児が生 じる と 伝え られている trtlvasv
artav必-rudhira-pun叩�'uklαsanyâpate garbhasaJ?1j品aku sambhavati r第 三 者の ω uと妊

娠可主主潮 にある 女性の 血液 と男性の retasとが結合すると 9 胎児と呼ばれる者が発
生す ξるJ 0 Cf. Pierre ROLLAND， “ U  n Fragrnent rnとdical Le prernier Khal)çì a du 
Vfu'孟haparis i�t a Bhütotp品tl1司ラ ( Cornplérnents au rituel domestiq ue vとdiq ue， Le  
Varãha grhyapufi1�a， 1 975)， p.213 
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エJ直

人に属するものであることを主張するようにな

費しう

西村(88) 

てタ

できるム目
ヲ包)。

とりこの変化はおそらく，まろうとするのである。ノ\長

と連動していたも至る

を

におけるものへと変化し，

のと考えられる。 V eda

置くものから

れる。に至ったもの説を経て，

MS m 6，8:70，3-

d立ksinã vái deν企sν丘sid }'Cijñó 'sure�-uo téa?l dáAヰ:hJarl1 yajえδ'bhyàkä- mayαra. tãm 

d vóneh sambhavisv占ti s占 idámrêan s占mαbhavat. sá lndro夕、ved.灼νã asm品目

tátö índrah "6ê sámabhavat. tátã indro )öya1立 S立rám indrah 

tava sa/;1bhavi�yáti 

J�:"'��".��Y:-，，，r'��M ，+� ， -: M M ... ，;:'，，�n+�，，/>+ +;:，�..，"::<�� 7���，�n '- ; � ;:;' �.; 〆sahopave:gayann aJαyat，ιya】 n nyave手fayat 河 mve手flla. yan nrve.Hすμrnana

tàsnlat kr- �fJéndr，占的 ca VCt e$à prépsati d.占k�iiJÖfiJ céndrasya ca kh占lu νá et;占d vóni- L1IJj m 

alabdha dみk�iえJãyù�' cätmãnam . átho s立yonnn ev占 ya}品企m alabhate 

αnvó !nát yo月el・asmみdVú' yo 'ved. 

( I報酬J 女性

名詞) f討中々の もと にあったのだ， Y勾必 ( 1祭式J， 男性名詞) はAsuraたちの もと に-15

は] 向きを変えて向かっその Dúksir誌 に対してYajñaは欲望を持った。 彼女4 と

「この母給か

報酬と祭式の擬人化。 r Asuraたち に属する祭式」 について要 検討。 Asuねたちが正
しい祭式を知っていたということを表した ものか。 Agnyãdheyaのブラーブマナに
伝えられる， M昌nuの妻が祭jくの設置瀬序を教える説話では Manu の妻は最初 に
i\SU:旦たちの設置方訟を， 次 に袴々の設置方法を見て， どちら に も欠陥がある為 に
新しい方法を Manu に教える。 Cf . MS I 入13 �KS VIIl 4��KapS VI 9�TB J 1ふKR1CK，
Da邑 Ritu乱i der Feuergr坦 リVïen)句pp.367ff
Cf . OERTEL "E，ほphemismεnl口der vedischen Pros主 p.1 9 ぬ己richte der Bayerischen 

Akademie d邑r羽Tissenschaften， Phiiosophisch-historische Abteilung， Jahrgang 1942， Heft 
8) [玄l.Schf . ー ぬf(1-bhu は11ns包と合体する， 結合 する」 の意で用いられる，
cf. PW S.V. ( V  329)坦 AV X IV 2，32: devâ àgre nyàpacかante pátnl� s丘rm7"，，，，'O�'Tf) tatìVむ

I詰ηéva nâri visvl7r.長pã mahi吋pl勾去vail patyã出ηblzaveha 11 神々は太拐 に

おいてp 妻たちと同会したp 体たちによって体たち に触れつつ Su!yãがのよう に，

妻よ ilSらゆる毛色を持つ， 偉大 さを持つ匂 子孫 に富む[ 君] は夫と合体せよ， こ
こでJ. ωcーをとって生 殖行為を表す表現は， yabhを言い換えた ものと考えられる。

更 に， aεc十mithunam sam-bhüという構文もあるが， I倒的unamは意味の明示の為

は] 彼女と結合 した(交合 した勺 。 そこで， Indraは知った:� 1 デ'_0 

45 

46 
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ヴェーダ文献における胎児の発生と輪廻説 (89) 

ら生じる こと になる者があれば， その者は との[ 地 上 ] を 支配すること になろう 48J と。

彼女 ( Dak号inã) に Indraは入り 込んだ。 そ とから Indraは発生した 49 そこから Indraは

生まれた 問。 彼 ( Indra) は生まれつつある 時 に知った この母胎から 私 以外の ものが

生じるこ と になるとしたら， 私のような ( 私のような見か けを持った， 私 に 匹 敵する)

者が生じ ること になろうJと。 彼女 ( Dak肉ã)と 共 に[ Dak向a を ] 絡みつ けながら[Indra

は ] 生 ま れた 51 0[Indraが ] 絡 め 込んだこと， それ 故 に[ kr:�lJavi�ãlJá-， 黒鈴 羊の 角 ] は

絡 め 込ま れている ( ねじれている)。 絡み込まれた 時 に[ Dak早il，lãJ が 黒褐色 になった，

それ 故 に[ 角は ] 黒い。 lndraへと， この者 (祭 主)は 到達しようとするのだ， そして Daksinã

へと。 Indra に 属する母胎 ( Indraを 育んだ母胎) を， 周知の 如く，[祭 主は ] このこと に

よって 捕 ま えたこと になる (Aor .) のだ， そして Dak号i頃 に 属する 胴体 俗的朗自「 本体j

に 二次的 に 付加された可能性がある ( HOFF M訓N)。
47 神々 に 属する Dak抑aとAsuraたち に 属するY付加との結婚は， 異部 族婚或いは 敵

対部 族問の女性の 略奪を 反映している可能性がある。 lndraは神々 に 属し， Dak�il，lã 
とは 同 族である。 lndraが Dak�i頃の母胎 に入り 込んだのは生まれてくる子 供の 力
を 恐才1たからだが ( → 次 注)， 支配者 になろうとしたのではなく，神々と 敵対する
Asura に 属する祭式を父 親 に持つ子 供， 即ち Asuraの 勢 力が世界を 支配することを
恐れ たのだと考 えられる。 Varunaの妻と 密 通したAgniの説話が想起される。 Agni

は V紅叫a を 恐れ， 妻の子宮から 自 分の retasと 全ての 感官の 力 ( cf . n.17の 箇所) を
ねじ り 取る。 MS1 6，12:106，7 -11 '[Agnyãdheya J， 後 藤敏文 「 ア グ ニの 密通J ( 上村
勝彦 ・ 宮 元啓一編『 イ ン ドの 夢イ ン ドの 愛�， 1 994， pp. 4 8f .)， AMANO MaitrãYal，lÏ Sarilhitã 

1-11， pp.2 5 9f .  
4 8  id，占m bhU 構文 については n. l l参照。 祭式と報酬との結合 によって生まれる ものが

世界 を 支配するという 観念は， 当時の神 学議論 に おいて i�t ãpürtaが 占 めていた 位置

の 重要さを示 唆している。 生まれる 予定の ものが 支配権を持つだろうと考 えること
につ いては， cf . Mãrtãl，lçla， MS 1 6，12: 104，10 'ff .�KS X I  6: 1 5 1 ，3 'ff. [Agnyãdheya J .  

49 後の jan に対して， ここでは 均1f!-bhü が 使われている。 受胎して胎児として発生し
たこ とを 謂う ものか。 自 動詞 sám-bh品は「しかる べき 位置 に 構成要 素が 配置 され
て， もの ・ 個物が『生じ 成ること� Jを表す， cf . GOTÖ “Zur Lehre S 勾çIilyas -Zwischen 
Brãhma早a und Upani�ad - "  p .7 8  n .2 8  ( Langue， style et s位協ture dans le monde indien 
Centenai re de Louis R巴nou .Actes de Colloq ue international， Paris， 2 5  -27 janvier 1 996， 
Paris 1996 [1997 J) ( 日 本語版 r SãI，lçlilyaの教説再考J p .8 5 6及 び、p . 8 4 8 n.24， W 今
西順吉教 授還暦記念論 集 イ ン ド 思想と 仏教文 化 � pp . 8 44 - 860， 1 996)， r サ ッ テ ィ
ヤと ウー ス ィ アJ p .3 7  ( →n.1 l)。

50 lndra カt 自 身の「再生」 に 際して 果たした 役割 については 2 - 4 .参照。
5 1  lndra の後 に 新しい子 供が生まれないよう， 報酬の母胎を 取り 去ったことを表し て

いる。
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(90) 西村 l電子

ニ Daksi宇品 自体)を。 しか も 9 まさしく母胎を 共にするY勾加 〈祭式)を 様ま える ことに

なる。

JB 1 17-

I l 7 d問 ha vZlva yonï. 1 deνayonir haivZlnyZ， mamq')仰onir anyZl. I dほ u haiva /okαu. I deva/okク

haiviínyo manu�yaloko 'nya�1.. I 母 飴は， 1mち， 二 つ あるのだ。 一方は， つま り，神々の 母

給 であり， 一方は人間たちの母胎 である。 世界は ， 他方， 即ち ヲ 二 つ あるの だ。 一方は，

つまり，神々の世界 で あり， 一方は人間たちの世界 である。

sa ya nlanu�yayonlr maì問yalo初 eva sal). 1 1at striyai pr，ど卯削naln. ! a初 'dhi prajiíf; pnりわ'a刀te. i 

tasm昌d u kalyãl)!l(l jZl y加 iccheta kalyãlJe ma ãtmZl sal?mbhαviíd 仇 I tasmiíd u jãy丘早 川gupsen

nen rnarna vonau maì間 /oke ' nyas sa/llbhaνZld iti. 似すya vai sal(lbhavi�yatah prãnã ag陀

praviSanty atha retas sicyate. sa iman p泊料11 (z焔占的 吋 abhinirvartate. ωmz，d u 

samãnωyaìva rerasas saω yZld(合 eva hhανati 1 1その 際， 人間たちの母 胎である

もの p それが 他ならぬ人 詞たちの世界 である。 それは女 が子 供を 作ること である。 こ こ

(人 詞たちの母胎) から子孫たちは 繁殖する。 それ 故， また， 美しい妻を人は 求める べ

き で 主うる ， 美しい[ 世界] に 私の 自 己 (ätman = 私 自 身) が[給 克として] 発生するが

よい， と[考 えて 1 0 それ 故， また， 人は妻を 守ろうとす べき である， 私の母胎 に， 私

の 世界に， 1也の 者が発生する ことが ないよう に， と[考 えて]。 役が 発生しようとする

時ヲ 彼の 生体 諸器官が 最初に入り 込む。 次 に， ret 討が注がれる。 彼 は これらの生 徐 諸

器官 (t!P ち) 隙 詞たち 日へと向きを 変 えて向かう。 そ れ 故， またヲ まさしく同様の[見

か けを持 つ retas であるのに，[父が] どのよう な見か けをしているか に 従って， その

よう な見か けの[ 息子] が生まれる。

川α devayonir dev&似;口 yad Zll 

g丘rhapatye juh町長d akrtan:z karOtlly evaÍnan:t .manyeran. い Sα yα勾、lj JμJ附l yas s邑dhu kおaroかetaωsy吾m

ω川G山叩削l訂'_ln即Jadれd，如e凸1町va吃どαのi

dνvya釘tmã dνlぴy口n叩f砕与. 1 ek丘tmã haivaikaym町 etad avidt-伽園 i sa yasmZll 1ぱ:ãd evan:zvit praiti ー

5 2  主語 sÍ1 が 指示する ものは 明確に 述べられ ない。 Zltm初旬 (父 で ある祭 主) 或いは àsu
(父とは 異なる 何者かの「生 命 J) な どが 推測される。 中 性名詞 rét仙7 の可能性は 排

除される。 BO DEWITZ p.5 3 では priÍl!aがあてられているが タ 数、 の 問題が 残

仇 後 続の (acc. との 関係 も 明らか にはされてい ない。
5 3  胎 泥の 中にある 目 や耳な どの 「関 口部 J， 通常は khaーの 認で示 される， cf. R ymaro 

TSUCHlDAラ Das satt fa-K昌.pitel d出 JaiminlY丘 Briíhma平a ヲ79]， pp.200 íf 
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ウ、ェーダ文献における胎児の発生と輪廻説 (91) 

そして ， 祭 火であ れば ， これが神々の母胎 ，神々の世界である。神々の 世界

は ，êpち ， この神々の母胎なのだ。 それ 吉丸 G主.rhapatya祭火の 中 に献 供する者があ れば ，

まさしく IT'[ 彼は] 何 も為していない』と[人 々は ; 当人のことを 思う べきである。 彼

が， 隊、{共寸る 時 に ， 正しく行 う者で èOれば 司 他ならぬこの神々の母 拾 に 当の もの ( reta s)

を 自 己と して注 ぐ とと になる。 との人 (祭 主)のそういう 自 己は ， ( 来世の 自 己とし て)

かの 太 陽 に 発 令する。 彼は ， f!iJち . このよう に 知っているならば ， 二つの 自 己を持 つ 者9

二つの母 月合 を持つ者である。 このことを知らない者は ， 却ち ヲ 一つの 自 己を持つ 者 ，

つの母胎 を 持つ者である。 その 際[祭 主が] この世 界ーから ， とのよう に知りつつ ， 去る

時一一

1 18 - tasya pr言IJaf! pralhama utkra山1ti. I 50 he.vatt凸 dCl'ebhya ãc仏�ta ωya südhu k('iam 

iyat pãpW'11 iti. αtha h晶'yan;t dhumena ム悶hUl'dhva utkrãmati， 11彼の 気患が 最初 に 出て行く。 彼

lま ， f!Pち . 量を神々 に 述べる ， 彼の i正しく行ったことはこの 量 ， 悪しく[行 ったこと]

はこの 景ヨ と。 次 に ， 却ち ， こ の審λカ1煙と 共 に 上方へ tHて行く。

的5アμ ha印syarlavo dνarap凸f!， I tehhyo f山花na prúbruvltao 

ν αk，anãd [1αν 0 悶悶 ahh�ωm ardhcu 

--rzITJajã)'α 'upα�jãyam尋問 d吋da.5ena trayoda，;叩ornã山間与 | 

tad vìde. pr，αti tad vide 'ham， tam 川 [!avo '問的m al叫'Q(j伽ど問 i i

iti， I talfl hartava anayante. ! yathã v愉ãn νidvãt(l5Cl1η yathã jãnan jãna航開 evam ha附m rtava 

ãnayante. I ! その 際 ， 即ち ， こ の 者 には 季節たちが 門番たちである c 彼ら に 9 却ち ， これ

を もって 〈次のよう に)公言す べきである 半 月間 後 略， 3 ，  n.33参照)J と。 殺

を ， 即ち ， 季第たちは 連れて行く。 知っている者が知っている者 をのよう に ラ 理解して

いる 者が 理点干している者をのよう に 同様 に ， 即ち ， 当 人を 季節たちは 連れて行く。

tmn har 

\D ha nàmrzã γ丘 gotrel]a và prabr号ie tam h丘ha yas te '.ValF JnQ).'ツ ãtmãhh長fd esa te sah iti. ! f.ιsrnzn 

hãtman p問主tipratta r;taνas sW?lpa!yã刀 apakαr�anti. 削yα hãhorà問 lokarn

ãpnuta，�. � ! 被を ， IlPち ，[ 季節たちは] 進ませる。 彼は ， 即ち ， この ， 熱を 発している

[ 太 陽 ご や ってくる。 彼が 来ると 即ち ， [ 太 陽は] 尋 ねる r 君は 誰であるか J と。

その 際 [ 1疫 が] 或いは 名 前 によって ， 或いは 族名 によって 等 えるならば ， 彼 に[ 太 陽

込 この 主体〈必) が 何を 指すか 明らかではないが ， 祭主の ムロト (→n.52) な どが想 定
され て いるか もしれない。
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(92) 西村 直子

は] 言う 君の 巳 ここ に Átm，犯として 私の も と に あった もの P これが 君のそれだ」

と。 そ の んmanが 返却されると 9 季節たちが 取 り 密んできて， 足を 掴まれた[ 後] を 引

きずり 出す。 彼の世界 に ヲ 即ち， 塁と 夜とが 到達する 。

tasl叫 u haitena prab川;ïta ko 'ham 邸前i suvas 55 tvam， 1 sa tväl1Y. wargyanJ svar agäm iti. I kc ha 

vai prajäj淵1与. i atha haival1Jvid eva . I sa hi sltvar J，� gacζhati. I 1 被 ( 太陽 乙 また

即ち， 次の よう に 答 える べき で Ø)る 「 私は 誰 だ。 君は 太陽光日だ。 その ような

者と して[ 私は] 天界 に属する 君 に 太陽光 に， 赴いた」と。 おh は， 部ち Praj勾油 〈生

き 物遠の 主， 造物主) なのだ。 すると， つまり むならぬこの よう に知っている者 が天

界 である c 被は 太陽光へ 赴くから。 11

ωlfl haha }叫 fνμm asi 30 'ham a8mi. I yo 'h附 0_)，'出 却 tvarfl asy. el向

apyeti. 1 tasya putrã ぬyam 叩aya耐 p山ras 必dhば抑昌m. I sa f凶 vidv.邑n dvyätmã dvidãya�. 1 

ekätmã haivaiねdäya etad avidvän agllihotra/f' juhoti. 1 1 1 8 11彼 (祭 主の λtman) に Jl�ち，[ 太

楊は] 言う . í君 であるところの もの， それが 私 である 。 私 であるところの もの， それ

が 君 である。 君は 来い」 と。 彼 (祭 主の λtman)は， 他ならぬこの 良く為 された行為の

精 髄へと合 入する。 息 子たちは 彼の 遺 産 に入る， 父相違は正しく為 されたことから 成る

日霊産] に[入る]。 後は . 即ち， この よう に知っていると， 二つの λtmanを持つ者，

二つの 遺 産を持つ者 である。 このことを知らない と， HPち， 他ならぬ 一つの Átm組を持

つ者， 一つの 遺 産を持つ者としてAgnihotraを 試供するこ と になる 。

RV : 翠gveda ; A VS : Athan訓告da AVP : AthalV尋V己da MS : 

S 主立lhit邑 ; 豆S : Kãthaka-Samhitã ; 豆apS : 玄api�fhala-rくみせía-Sarhhitä : TS : Taittinya

Samhitã ; AB : Aitareya-Br滋1ma!!a ; TB : Taittiriy昌-Br品hmana ;

SBK : JB : Jaiminlya-Brahma平丘 GB

Gopatha-Brãhma!!a ; B写hArUp :

( 平成21 年度科学研究費補助金， 若手研究 ( B)， 2 1720016) 

65 太陽光J を意 味する svarを suvarと 伝 承するのは 寸aitti rly昌 派の 特徴であるが， JB
に も suvar-がしばしば現れる。 svar と |司じ意 味を 表 していたと考 えら れる。
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Vedic embryology and the theory of transmigration Csafnsãra ) 

Naoko NISH品1URA

The birt h of a child， whether to human beings or to cattle， was an event of the great est 
importance to 血e ancient Indo 回Aryans ( Ãryas). The cont inuity of family and the propagat ion of 
cattle occupied an important posit ion in Vedic r ituaL D iscussion of how an embryo (gárb�回ー)
was generated became more and more important and more and more detailed along with a 
deepening c onsiderat ion of death and rebirth (púnar + jan) . In this papぽ some aspects of Vedic 
embryology will be examined based chie fly on �gveda X 162 ‘Hymn t o  Agni for the prevent ion 
of miscarr iage ' ，  Atharvaveda X I  4 ，20 ‘E xtolling 血e breath (pra加ー) " some sections of 
brãhma早as of the Y司jurvedas， which contain 血巴 discussion on the sacrificer ' s playing the role of 
飢 embryo during the S oma sacr ifice， and Jaiminiya-BrãhmaJ;la 1 17 -1 8 where the sacrificer's 
two wombs， t wo Ãtmans， and t wo worlds to which he will attain ( after his death) 訂'e discussed. 

百lÎs paper considers the following issues related to Vedic embryology : 
1 .  The possibility  that some principal existence different 合om both the fa血er and t he 

mot her intervenes in pregnancy. 
2 . 百lerelat ionship of a father ， an embryo ，  and rétas- ( semen). 
3 .  The relat ionship bet we巴n a father and ãtmán-IA回lan.
4. The d巴velopment of embryology int o the t b巴ory of 仕組smigrat ion.

On the basis of these considerations there seem to be t wo k inds of interpretation of an 
embryo 's enter ing from the outside into a womb in the Vedas: ( 1 ) 由e notion of the ident ificat ion 
of the embryo with 玲tas ， and ( 2 )  that of dist inct ion bet ween them . The form巴r seems to show that 
the rétas cont inuity is to maintain the family cont inuity ; 出is might lead 出e notion that a son is 
regarded as a copy of his fa由e五 百1巴 latter， on the other hand， seems to funct ion as the basis for 
th巴 discussion of an individual cont inuity， 出at is to say transmigrat ion. 

Both the notions might exist in the sam巴 巴:ra and s巴巴m ω be adapted to suit the occasion .  
However ， c onsid巴ring 血創 出e not ion of 血e dist inct ion of r，占tas from the embryo is found 
obv iously in the texts， esp巴cia Ily in those of a later era， we might infer 出at whereas the family 
cont inuity was more important than 出at of individual in earlier t imes， indiv iduaI continuity 
became more important later. This suggests that the object of Aryas interest changed from far凶ly
cont inu ity and prosperity to 也at of indiv iduaI. 

官lat reminds us of the process of i�tãþ晶rtá's change . i�tãpürtá is an effect of the offer，吋 and
the given: whereas the 凶rlier tex臼 such as the RV or the 
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